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巻 頭 言 

肥満と節約遺伝子

関西電力病院

清野　　裕

従来肥満の研究は肥満した状態での病態生理が，肥満していない状態とどのように異なっ

ているかを明らかにして肥満の成因を類推し，かつ治療に応用しようとする手法がとられて

いた．近年の分子生物学研究の進歩により，最近は肥満発症の機序解明へのアプローチが可

能となり，この分野での研究が活発になりつつある．肥満の発症を考えるうえで節約遺伝子

説という考え方がある．もともとわれわれの祖先は約450万年（現世人は15～20万年）前，地

球上に出現した．以来，狩猟・採集の生活をしていて，いつ食べ物が手に入るかわからない

ので，摂取したエネルギーを効率よく体内に取り込み，飢餓に備えて生存に有利な仕組みが

働いていた．これを担うのが節約遺伝子であるが，「飽食の時代である今日，節約遺伝子が

発達していると，過剰栄養によるエネルギーが体内に蓄積して肥満を生ずる」とする考えで，

大変理にかなっている．

一方，日本とヨーロッパでは約8,000～10,000年前から生活環境に差異が生じた．即ち日本

は農耕中心となり炭水化物中心の食生活で脂肪摂取は極めて少なく，とくに獣肉由来の脂肪

はゼロに近かった．ヨーロッパ等では農耕より牧畜が発達し，１年に100kgの肉を摂取し，

高脂肪（特に飽和脂肪）摂取の環境にあった（図１）．このことが両民族の体型に大きな違い

を生じた（図２）．わが国では約50年前に欧米型の食生活が移入され，一挙に脂肪の摂取は

３倍（飽和脂肪酸は20倍）に増加し，このことが日本人に肥満を来した．節約遺伝子とし

て，PPARγ，β３アドレナリン受容体が見出され，日本人では肥満を生じる表現型が優位で
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図１　人類の誕生と，日本とヨーロッパにおける生活環境の差異 
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あり，近年肥満が増加している理由に挙げられている．私もこの考えはよく理解できるが，

別の角度からみると元来消化管に肥満遺伝子の存在が指摘され，私達はGIPがその遺伝子と

主張している．GIP分泌は高脂肪摂取が最も大きな刺激となるため，白人肥満者や肥満モデ

ル動物では高GIP血症である．したがって元来肉食である白人はGIPの分泌が亢進し，節約

遺伝子はよく発達し，脂肪摂取の少ない日本人はGIPの分泌が少なく節約遺伝子の発達は不

良であるとも考えられる．これは日本人の肥満度が白人よりはるかに低いことと合致する．

ヒトで遺伝子の進化や発現量にどの程度の期間を要するか（５千年～１万年位なのか，それ

以上なのか），日本人の縄文以降の生活環境が白人と比べて飢餓社会か，裕福なのかという

ことにもよる．日本は飢饉があり貧しかったとする説と，飢饉があってもヨーロッパより少

なく，稲作等により一定の食糧が確保できたので裕福であったという考えもあり，後者の方

が有力視されている．このように節約遺伝子によっても同じ日本人で肥満に対する寄与の重

さが正反対になる．

進化医学の面から疾病を論ずることが最近流行し，それが民族差を生ずる根拠とされてい

る．日本人の肥満の捕え方によって（どんどん肥満している，或いは白人に比べて肥満の進

行は少ない），節約遺伝子の意義付けも異なってくる．大変難しい命題である．
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図２　生活様式の違いにより肥満の表現型が異なる 


